
令和３年度策定　池田校区社協行動計画書 池田校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組

高齢者の見守り、把握

・高齢世帯が増加している
・高齢者の中には身寄りがなく身元引受人がおられ
　ない方や生活困窮者の方も多い
・認知症の一人暮らしの方が不安。子どものいない
　方が増えている

・自治連及び民児協での見守り活動の実施
・民生委員による高齢者名簿に基づく見守りの継続
・地域住民同士のつながりを強める
・困りごとの相談できる関係づくり（近隣→民生委員→専門
　機関）
・命のバトン事業を推進する
・家族の方と連絡を取り、近所の方にもお願いし、声かけ・見
　守りを行う
・認知症への理解（認知症サポーター養成講座の開催）

高齢者の居場所づくり
・高齢者が集う場所（ふれあいサロン、元気くらぶ
　等）が不足している

・ふれあいサロンや元気くらぶの確立（各町内の公民館活動と
　ささえりあ、行政との連携）
・地域支え合い型サービス、元気くらぶの立ち上げ。その地域
　らしい活動の推進

高齢者の買い物支援

・高齢者の買い物支援（移動販売車の活用等）が必要
・土地の高低差がある。上熊本駅に近く利便性はある
　が、中に入ると買い物ができる場所が少ない
・高齢化で免許証を返納された方々は、相互に声かけ
　合い、頼まれたり頼んだりするようにしている

・スーパーマーケットやコンビニなど企業との連絡連携（高齢者
　の買い物難民対策）

老人クラブ（会）活動への支援

・新型コロナの影響により集まることができなくなっ
　たことにより安否確認が困難になっている

・老人クラブ（会）活動への参加者が限定的になって
　いる

・老人クラブ（会）の枠ではなく日頃の声かけ等を継続する
・グランドゴルフ（屋外活動）は、親睦、運動、安否確認のため
　継続する
・回覧板等で活動を周知し、参加者を増やす
・活動の年間計画を立て、それに沿って活動する
・会員の意見を尊重しながら楽しい雰囲気のもと活動する（会員
　の要望の把握）
・各町内の老人クラブ（会）が集まり情報交換等を行うことに
　より活動の活性化を図る

障がい者に対する理解や対応方法
・障がい者に対するの正しい理解が必要
・地域に住んでいる障がいのある人への対応方法が
　わからない

・専門的な研修会の開催
・障がい者サポーター研修会への受講促進

障がい者への災害情報の伝達 ・障がい者の方々は災害情報をキャッチしにくい ・災害時要援護者避難支援制度への登録を促す

子育てサークルの運営 ・子育てサークルの存在が知られていない
・市、区の保健所や保育園からのアプローチや密な連携
・子育てサークルの周知を図る（市のHPや公式LINEを使った
　周知等）

子育て世代の地域とのつながり ・近隣住民の交流が少なく世代間交流ができていない
・ふれあい給食や地域のイベント等の更なる周知と世代間交流
　できる機会を増やす（小学校との連携）

子どもの安全

・道路が狭く交通量も多いため危険を感じる。死角
　も多く街灯も暗い
・不審者の出没や大きな商業施設ができたことによ
　り、子どもの徘徊など身の安全が心配される

・校区防犯協会、交通安全協会や青少協など各種団体との連携を
　密にする

災害時への備え
・災害は地震だけではないが、災害に対する想定をして
　おく必要がある。災害に対する意識の低さを感じる
・災害時の避難所までの経路を確認する必要がある

・災害の種別ごとに想定した行動をとる目的で、出前講座等で
　災害に対する意識の向上を計る
・ハザードマップの作成を推進する

災害時の支援体制
・災害時、大学を通して学生に手助けを頼むことはで
　きないだろうか。ボランティアセンターの開設など

・平時から大学と協議し、災害時における大学の協力、また
　ボランティアグループとの連携を進める

自主防災クラブの活動支援 ・自主防災クラブの活動を知らない住民がいる
・自主防災クラブの避難訓練を人が集まる時に実施し、自主防災
　クラブの周知等の支援を行う
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人材不足、人材育成

・地域役員の後継者不足など、まちづくりの担い手
　不足が懸念される
・地域役員（自治会等）及び民生委員の確保が課題と
　なっている

・地域団体や組織の活動の広報及び周知を図る

・町内でイベント等を開催して、町民の交流を図る

・各種団体が行う活動の広報及び周知の実施

・住民の交流を図るイベント等の開催
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・災害に対する知識と意識の向上を図る研修
　会の開催
・ハザードマップ作成の推進
・大学との災害時における協力体制の確立
・自主防災クラブに対する活動支援
・池田校区防災計画の活用
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・自治連及び民児協による見守り活動の継続

・専門機関への相談体制の確立

・心配ごと相談所の継続

・命のバトン事業の推進

・認知症サポーター養成講座の開催

・ふれあいサロンや元気くらぶの確立

・高齢者の買い物支援体制の確立

・老人クラブ（会）に対する活動支援（自
　治連と協働）
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・障がいに対する理解を深める研修会の開催
・障がい者サポーター研修会への受講促進
・災害時要援護者避難支援制度への登録の
　促進

地
域
が
一
つ
に
な
っ

て
、

子
ど
も
に
関
わ
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
・
子
育
て

・行政や関係機関との連携強化
・子育てサークルの周知
・世代間交流を図るイベント等の開催
・校区防犯協会や交通安全協会など各種団体
　との連携強化


